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郡上八幡の音風景における 

基調音としての水の音の特徴 
 

1X21D073-5 宮﨑佑衣＊ 

 

地域にはその環境と密接な関係を持つ音，すなわち環境音が存在する．環境音の中でも特定の地域の聴取

の習慣を根底で規定し支える「基調音」という概念があり，特に水の音は地理や気候の影響を強く受け，

土地固有の音環境を支える．本研究では用水路の音など基調音の性質を持つ水の音が存在する岐阜県郡上

八幡を対象に，水の音が住民の体験に与える影響や水音の聴取を支える空間的な特徴を明らかにすること

を目的とした．そのため地域住民へのインタビューを通して水の音が意識された体験を収集し，体験を構

成する要素と語りに登場する頻出語を把握した．また TEM 図及び SCAT により水音の聴取による意識変化

の多様性と傾向，地図の分析及び語りのコーディングを行った結果，「親水空間」や「町の静けさ」などの

水音の聴取を支える空間的特徴が明らかとなった． 
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1．序論 

 

(1) 研究の背景と目的 

音は地域や生活環境について考える上で重要な役

割を果たす．地域には鳥や虫の声，車の音など多様

な音が存在し，その環境と密接に関係している 1)．

環境音に着目した活動はまちづくりや景観研究の分

野で広がっており，スズムシの鳴き声の地域資源化

の取り組み 2)や音が景観鑑賞に与える影響を明らか

にした研究 3)などがある．また生き生きとした風景

体験を支える一要素として，聴覚を含めた五感で空

間を感じ取る人間の性質が挙げられている 4)．環境

音は聴取する主体の文化的・社会的背景により認識

が変わるため，騒音レベルなどの物理的側面と同時

に，主体が環境音をどう捉えるかという意味的な側

面も重視されている．音の意味的側面に注目するこ

とは人々の認識や体験を踏まえたまちづくりや生き

生きとした風景体験について考える上で役立つ． 

音の意味的な側面を扱う概念に「サウンドスケー

プ」がある．中でも，生活において常に鳴りながら

も音の変化や消失がない限り意識されない「基調音」
5)6)は，地域の人々の聴取の習慣を根底で規定し支え

る重要な役割がある．「基調音」には波の音や車の音

など様々な種類がある．例えば岐阜県郡上八幡では，

荒井 7)，秌塲ら 8)により用水路など水利用施設の水

の音が「基調音」であることが示されている．「基調

音」としての水の音は地理や気候の影響を強く受け，

地域によって姿を豊かに変えるため，サウンドスケ

ープ研究において重要な役割を担う 5)． 

以上の背景より，本研究では多様な水利用施設の

水音が基調音として存在する岐阜県郡上八幡を対象

に，住民の水の音に関する体験をインタビューによ

り収集する．「基調音」は普段は意識されないため，

単に音全般にまつわる体験を調査する方法ではなく，

「基調音」を意識した体験に限定した調査を行う．

得た結果の分析により，郡上八幡の水の音が住民の

体験に与える影響と水音の聴取を支える空間的特徴

を明らかにすることを目的とする． 

 

(2) 概念の整理 

環境音は「基調音」，「信号音」，「標識音」に分類

できる 5)．「信号音」とは意識的に聴取されるすべて

の音である．「標識音」とは信号音の中でも共同体の

人々によって特に尊重され,注意される性質を持つ

音である.これらに対し，「基調音」は音環境の背景

やコンテクストに当たるが,その音が変化したり消

えたりした時には「信号音」や「標識音」として意

識化される． 

 

(3) 既存研究の整理と本研究の位置づけ 

 本研究に関連する既存研究には，住民の環境音に

対する印象や思い出を把握する研究がある．坂本 9)

は石川県金沢市の用水路の音（基調音）について，

音圧レベルなどの物理的性質と住民の水音に対する



意識を調査した．秌塲ら 8)は岐阜県郡上八幡に存在

する「標識音」・「信号音」・「基調音」を対象に，そ

の印象や音に関する体験を広く調査した． 

 本研究は調査対象を「基調音」に絞り，かつ音が

意識化された体験を収集する．既存研究よりも調査

対象を限定することで，「基調音」の特徴をより詳細

に分析・考察する点に本研究の特徴がある． 

 

(4)  本研究の構成 

本研究では地域住民の意識調査を行い，得た結果

を質的な分析手法により分析する．まず予備調査に

より，本調査の具体的な対象音を定めた．本調査と

して水音を意識した体験に関するインタビューを行

い，体験の構成要素を把握するためテキストデータ

の集計を行った．また水音の聴取による意識変化の

多様性と傾向を知る目的で TEM 図，SCAT によりテ

キストデータを分析する．音が意識された具体的な

聴音場 3)すなわち音を聴取する際の対象者の場所と

水音の聴取を支える抽象的な空間特性の把握のため

地図の分析とテキストデータのコーディングを行う．

以上の結果から，水音が住民の体験に与える影響や

水音と地域の空間的特徴との結びつきを考察する． 

 

2．対象地の概要 

 

(1) 郡上八幡の地勢・人口・沿革  

岐阜県郡上市八幡町の中心市街地にあたる郡上八

幡の概要をまとめる 10)11)．対象地は降水量が多い気

候，保水力の高い地層・地形により，湧水が豊富に

湧出する．また三方が山に囲われ， 6 つの河川が町

中を流れる． 2024 年 12 月 1 日時点で八幡地域の人

口は 12,030 人 12)であり，令和 3 年 4 月より過疎地域

に指定されている．江戸時代より城下町として栄え，

現在もその様相が各所に残っている． 

 

(2) 郡上八幡の水利用施設 

郡上八幡にはその豊かな水資源を活用するための

歴史的な水利用施設が多く存在する 13)．  

川水を利用する施設には「水路」，「カワド・洗い

場」，「セギ」，「エイ箱・エ箱」がある．郡上八幡で

は河川から用水を引いており，「水路」が町中に張り

巡らされている．敷地内に小さな箱状の「エイ箱・

エ箱」を設け，「水路」の水で鯉などを飼育する家も

ある．「水路」の水を板でせき止めることで，「セギ」

という小規模な用水場として利用する．また川や水

路のそばに設けられた「カワド・洗い場」は以前，

住民の共同の洗い場として利用されていた． 

「水屋・水舟」，「湧水井」では山水や湧水を利用

する．「水舟」は四角い桶が 3 段連なっており，それ

ぞれの桶で用途が異なる．「水舟」に屋根がかかった

ものが「水屋」であり，「水舟」を地面に埋め湧水を

利用するものが「湧水井」である． 

地下水を利用する施設には「井戸」がある．その

形態は時代とともに変化し，現在は電動ポンプで水

を引き蛇口から使用するものが多い． 

  

(3) 郡上八幡の音環境 

 秌塲ら 8)，古川ら 14)によると郡上八幡の音風景に

は，郡上踊りなど地域行事に関する音，雪かきの音

など季節感のある音，観光客の声など人の存在を感

じる音，川の音などの水の音がある．また荒井 7)は，

郡上八幡の伝統的な水利用施設が発する音は騒音レ

ベルや音の分布状況において，それぞれに特徴があ

ることを明らかにした． 

 

3．調査概要とテキストデータの単純集計 

  

(1) 予備調査の概要と結果 

 郡上八幡の基調音には水利用施設の音があるが，

その他の基調音の存在も想定される．そこで水利用

施設以外の基調音を調査するために予備調査を行っ

た．用水路の音が基調音であることを明らかにした

秌塲ら 8)の研究を参考に質問項目を設定した（表-1）．

住民に調査の趣旨を説明し，協力が得られた対象者

にその場でインタビューを行った．  

 得た結果について 2 人以上が言及した環境音の種

類とその人数を集計した結果（表-2），川の音が「八

幡らしい音」として 15 人中 9 人と最も多く言及さ

れた．対象者は川の音が「生活に常にあるもの」，「気

にならない」と発言しており，川の音が基調音の性

質を持つといえる．一方で，就寝時に川の音が聞こ

えるなど具体的な体験が語られた例もあり，標識音

や信号音としても現れることが推察される．このよ

表-1 予備調査の概要 

表-2 予備調査における音の種類ごとの発言者の人数 

川の音 下駄の音 鐘の音 踊りの曲 車の音 子供の声 お隣さんの声

9 8 5 3 3 3 2

観光客の声 三味線の音 ドアの開け閉めの音 隣の家の音 鳥の声 雪を歩く音

2 2 2 2 2 2

音の種類

音の種類

項目 詳細

日時 2024年8月

対象者 郡上八幡の住民15名

所要時間 約30分以内

・八幡らしい音

・上記の音に関する印象的なエピソード，音の方向や聞こえ方

・2020年以降で減った音や増えた音，変化した音

内容



うに川の音は用水路などの水利用施設の音と似た特

徴を持つため，本調査では郡上八幡の川と水利用施

設の音を対象とした． 

 

(2) 本調査の概要 

地域住民が郡上八幡の「水の音」を意識する場面

について，具体的な体験の収集とその傾向を把握す

るために，半構造化インタビューを実施した（表-3）．

予備調査と本調査では，対象者が 4 人重複している．

また表-3 の※印の項目において具体的な場所を指

し示してもらうために，対象地の水利用施設が記さ

れた図-1の地図を A3 で印刷し使用した．  

 

(3)水の音を意識した場面の抽出と構成要素の把握 

a) 場面の抽出と分析の手順 

発言データから,以下の 5 つの条件のもと八幡で

水音を意識した場面を 69 個抽出した.①対象者自身

の体験に限る.②類似した行為でも,場所など他の条

件が異なる場合にはそれぞれを 1 つの体験として抽

出する.③「川の音は癒される」など,シチュエーシ

ョンに条件がないものは音一般に対する認識である

として除外する.④基調音に該当しない「井戸」,「打

ち水」の音に関する体験は除外する．⑤八幡に帰っ

てきた時に音を意識した体験も上記 4 点を満たす

場合には対象データとする. 

抽出したデータの構成要素の特徴を把握するため

に「聴取対象の水の音」，「一緒に聴こえた音」をは

じめとする 15 個の項目を設定し，集計した． 

b) 結果 

Excel で整理した場面の特徴から季節，聴取された

水の音と聴音場，音を意識した要因と水音に対する

意識をまとめる．まず季節について言及した 23 個の

エピソードのうち「夏」の出来事が 15 個と最も多

く，川で涼みつつ流れの音を楽しむなど夏季特有の

行動がきっかけとなる体験がみられた.「川」の音が

聴取対象となる場面が 69 個中 39 個と最多であり，

その 7 割が「対象物の近傍」または「屋内」で聴取

されている（図-2）. 音に気づくきっかけと気づい

た音への意識を集計した結果（表-5），聴取により周

囲の状況の理解や水音の存在の再確認をする体験と，

感情の動きを伴う体験，意識変化のない体験に分け

られた．体験によっては，「状況の理解」をして「肯

定的な感情」を抱くなど複数の項目が該当するが，

表-5では重複を許してデータを集計した．また対象

者が要因の体験では「感情」，「意識の変化なし」の

順で，他者・環境が要因の場合は「状況の理解」を

する体験が最も多かった.  

 

(4) 対象者の語りに登場する頻出語の把握 

a) 分析の手順 

3 章(3)にて抽出した 69 個の場面に対して KH 

Coder を適用し,抽出語リストを作成した.抽出語リ

ストは発言データに登場する名詞や動詞を,登場回

数の大きい順に並べたものである.語句の登場回数

が結果に影響するため，テキストデータの対象者の

発言を分析の主な対象とし，発言を解釈する上で質

表-4 インタビュー対象者 18 名の基本情報 

図-1 伝統的水利用施設の分布図 

表-3 インタビュー調査の概要 

男性 女性 ~34 35~64 65~ なし Iターン Uターン その他

9 9 6 5 7 3 8 5 2 4

性別 年齢層 移住経験
予備調査対象者

項目 詳細

日時 2024年10月～11月

対象者 郡上八幡の住民18名

所要時間 約20分～1時間程度

・生活の中で水の音を意識する瞬間（※）

・異なる土地での滞在により水の音を意識した瞬間

・普段利用・通過する川や水利用施設（※）

・川や水利用施設の利用・通過目的

※この項目では印刷した図3-3の地図を用いて対象者にエ

ピソードの具体的な場所を質問した

内容

図-2 聴取された水の音と聴音場 

表-5 音に気づくきっかけと気づいた音への意識 

対象者が要因 他者が要因 環境が要因

5 7 12

5 3 1

肯定的 14 1 2

否定的 4 1 2

その他 5 1 1

11 2 1

44 15 19

音に気づくきっかけ

状況の理解

存在の再確認

気づいた音への意識

意識の変化なし

感情

合計



問者による補足や質問が必要となる場合に質問者の

発言も対象範囲に含めた. 

b) 分析の結果 

抽出語リストにおいて「聞こえる」という語句が

114 回，「聞く」という語句が 48 回登場し，前者の

方が 66 回多く登場していることから，八幡の水音は

受動的に与えられる音としての認識がより高いと考

えられる．また「行く」，「帰る」など移動に関する

語や「場所」が頻出しており，基調音が意識される

際に「場所」がより重視される可能性が考えられる． 

 

4．水音の聴取による意識変化に着目した分析 

 

(1) 日常生活で水音を意識した際の意識変化  

a) 分析の手順 

 TEM 図（複線径路・等至性モデル）15)を用いて八

幡で生活する中で水音を意識した体験の意識変化を

まとめる．TEM 図は特定の状態（等至点）に至るま

でのプロセスをデータの多様性や可能性を考慮しつ

つ時間経過でとらえる手法である．対象データは 3

章にて抽出したうち，八幡での日常生活の中で水音

を意識した 69 個の体験とし，等至点は「対象となる

水の音が完全に意識化され，その音の聴取により聴

取以前からの感情や意識の変化およびそれに伴う行

動の変化がある状態」である． 水音に気づいてから

それに対してどのような意識を抱いたかを図化する

ため，表-6を参照し「対象者が要因」，「他者が要因」，

「環境が要因」の 3つの TEM 図を作る． 

b) 分析の結果 

作成した TEM 図は図-3，4，5であり，対象者や

他者が川や水利用施設に接近・操作する行動や，対

象者の気持ちの変化が水音の意識化を招く傾向があ

った．ただし，他者が音源に操作を加えた場合には

意識変化が起こるものの，対象者が音源に操作を加

図-5 環境が要因の場合の TEM 図 

図-4 他者が要因の場合の TEM 図 

図-3 対象者が要因の場合の TEM 図 



えたことで音が変化した場合には対象者の意識に変

化はなかった．音が意識化される際には「平水時の

水の音」や「変化した水の音」，「平水時の音＋他の

環境音」など 6 つの意識化のバリエーションがみら

れ，川・水利用施設に操作を加える場合は意識され

る水音のバリエーションが多いことが明らかになっ

た．また水の音の意識化と多様な意識変化がおこる

には，川や水利用施設に対する知識や経験と，経験

に基づく川・水利用施設や水の音の印象などが影響

することが分かった．  

 

(2) 旅行等を経て水音を意識した際の意識変化  

a) 分析の手順 

八幡以外の土地での滞在を経て水音を意識した場

合の意識変化について，SCAT を用いて分析を行う．

SCAT16)は他の代表的な質的分析手法と異なり少数

のデータに適用できる他，インタビューデータ全体

との比較検討により対象データのテーマやその背景

を総合的に分析する手法である．対象とするデータ

は八幡から離れた時・戻った時に水音を意識した体

験それぞれ 6 個である．分析に当たっては SCAT 専

用の分析フォーム 17)を用いた．  

b) 分析の結果 

 旅行等を経て水音を意識する体験では，いずれも

地理条件または音環境の異なる土地で滞在していた．

滞在先で水音を意識した体験は，その音環境に対し

肯定的な感情を抱く例はなく，状況の類似した八幡

の日常的な体験と比較する体験が複数みられた．体

験を比較しない対象者であっても，「生活の中で水の

音を意識する瞬間」に関する語りの中で滞在先との

体験と類似した状況で八幡の水音を意識した体験が

語られている． 八幡に戻った時に水音を意識した体

験では，滞在先の音環境をどう感じるかは人それぞ

れであった．八幡に戻った後は，水の音を聴いて「帰

ってきたという気持ち」，「心地よさ」，「好印象」の

いずれかを感じていた．また八幡の「生活の中で水

の音を意識する瞬間」と同じ状況でいつもと違う感

情を抱いた体験と，異なる状況で水音に気づいた体

験とがあり，滞在先での体験が八幡の水の音に対す

る態度や意識を変容させる可能性が示された． 

5．水音を聴取する場所に着目した分析 

 

(1) 語りの中で言及された聴音場 

水音を意識した体験がどのような場所で起こるの

かを把握するために，インタビューで提示した地図

をもとに対象者に指摘された聴音場（自宅及び自宅

周辺以外）を集計した．最大人数である 3人が言及

した場所は新橋，宮ケ瀬橋， 中河原公園，いがわ小

径であった（図-6）．新橋では日常的な散歩，川への

飛び込みなど，宮ケ瀬橋では川の増水や日常的な散

歩，旅行帰りに橋を渡った記憶が語られた．中河原

公園では，鮎釣り大会の実施場所であるため，大会

に関する思い出，また川の音を聴きリラックスする

という体験が語られた．いがわ小径は，良好な景観

と穏やかな水路の音を好み訪れる人と，流れの音が

怖い，あるいは魚が跳ねる音に驚いた経験から訪れ

なくなったという，相反する立場から言及された． 

 

(2) 聴取を支える空間的特徴 

a) 分析の手順 

どのような空間特性が水音を意識した体験を支え

ているかを知る目的で，生成的コーディング 18)19)を

行う．対象となるデータは 3 章にて抽出した 69 個

の体験と他地域に滞在した際の 6 個の体験の計 75

個である．各発言データの語句や文章，類似データ

間の比較からラベルを作成し，発言データから読み

取れる空間的特徴に注目し帰納的にカテゴリーを作

成した． 2 つ以上の空間的特徴が 1 つの体験に含ま

れる場合は，ラベル間でエピソードの重複を許した． 

b) 分析の結果 

「音源」，「聴音場」，「その他の空間的特徴」とい

う 3つのカテゴリーが生成され，川と橋の「親水空

間」や「川沿いの町屋」，「道沿いの水路」や「家の

横の水路」などの水に近づき親しむような空間的特

徴と，聴音場となる「町屋」の音を通す構造，音源・

聴音場以外にも「町の静けさ」といった空間的特徴

表-6 音源・聴音場・その他の空間的特徴 

急峻な流れ 降水量の多さ 釣りに適した環境 親水空間 川沿いの町屋

6 8 6 16 14

道沿いの水路 家の横の水路 観光地（化）

11 10 2

水車 エイ箱・工箱 水屋・水舟

3 3 8

町屋 バス停

19 2

親水空間 対岸への移動手段

12 4 10 1

音源

n=86

聴音場

n=22

川

水路

橋
町の静けさ 山岳その他の空間的特徴

n=23 図-6 対象者が言及した場所とその人数 



が水音の聴取を支えていることが明らかになった

（表-6）．またコーディングにより得られた空間特性

の構成比を対象者 18 名それぞれにまとめると，いず

れの対象者も音源の空間的特徴が重要となるエピソ

ードを多く語っていた. 

 

6．結論 

 

まず，インタビューの発言データから八幡で水の

音を意識した体験を抽出し，水音が意識される季節

や気づいた音への意識など場面の構成要素の傾向を

把握した（3 章（3））．抽出した体験について対象者

の語りに登場する頻出語を分析・把握した（3 章（4））．

日常生活と旅行等を経て水音を意識した場合それぞ

れの意識変化の多様性と特徴を明らかにした（4 章

(1),（2））．5 章では音が意識された具体的な場所と

（5 章（1）），町の静けさや町屋の構造，親水空間な

ど聴取を支える空間特性を明らかにした（5 章（2））． 

特に 4 章の成果より，「過去の同様の経験による

思考や印象の固定化」，「場所に対する印象」が対象

者の水音の意識化のための自発的な行動とそれによ

る意識変化の多様性に影響を与えていることが分か

った．つまり，1 つ 1 つの音の意識化の体験が，対

象者に様々な意識・感情を抱かせ，音やその場所に

対する印象・理解を深める．そして，その印象が水

音を意識する体験の発生のしやすさや意識変化の可

能性を高めるという相互補完の関係にあると考える．

このような印象の形成，環境音や場所に対する理解

を深めうる水の音の特徴に注目し，それを促進する

ためには音の聴取を支える音源や聴音場の空間特性

を活かすこと，すなわち体験を語る中で重視されや

すい「場所」の整備により水の音を意識する場面の

発生可能性を高めることだと考える．  

 本研究は限定的な場面を扱っており、意識されて

いない状態の基調音の特徴にはアプローチできてい

ない．しかし郡上八幡の水の音の意識的な聴取によ

る意識変化の多様性から，意識化される瞬間・場所・

具体的な体験を知り，その空間や体験に配慮してい

くことは人々の認識や体験を踏まえたまちづくりの

1 つの方針として有効だと考える。 
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